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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月25日(2015.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の発振器と、
　第２の発振器と、を備え、
　前記第１の発振器と前記第２の発振器とが、少なくとも一部が熱的に結合していること
を特徴とする発振装置。
【請求項２】
　前記第１の発振器は、ガス状の原子が封入されるガスセル、前記原子を励起する励起光
を出射する光出射部、および前記ガスセルを透過した前記励起光を検出する光検出部を有
し、
　前記第２の発振器は、振動子を有する温度制御型発振器を有し、
　前記ガスセル、前記光出射部、前記光検出部および前記振動子のうちの少なくとも前記
振動子を含む複数の部品が、互いに熱的に結合するように配置されている請求項１に記載
の発振装置。
【請求項３】
　前記複数の部品は、同一の筐体内に収納されている請求項２に記載の発振装置。
【請求項４】
　前記複数の部品のうちの少なくとも１つの部品を加熱または冷却する温度調節手段を備
える請求項２または３に記載の発振装置。
【請求項５】
　前記複数の部品は、３つ以上の部品を含み、前記３つ以上の部品が一方向に並んで配置
されている請求項２ないし４のいずれか一項に記載の発振装置。
【請求項６】
　前記複数の部品は、前記光出射部を含む請求項２ないし５のいずれか一項に記載の発振
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装置。
【請求項７】
　前記ガスセルは、前記光出射部と前記水晶振動子との間に配置されている請求項６に記
載の発振装置。
【請求項８】
　前記複数の部品は、前記光検出部を含み、
　前記光検出部は、前記ガスセルと前記振動子との間に配置されている請求項７に記載の
発振装置。
【請求項９】
　前記原子発振器の出力信号に基づいて、前記温度制御型発振器の出力信号を補正する補
正手段を備える請求項２ないし８のいずれか一項に記載の発振装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれか一項に記載の発振装置を備えることを特徴とする電子装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
　［適用例１］
　本発明の発振装置は、第１の発振器と、
　第２の発振器と、を備え、
　前記第１の発振器と前記第２の発振器とが、少なくとも一部が熱的に結合していること
を特徴とする。
　このように構成された発振装置によれば、長期にわたり優れた発振特性を発揮し得ると
ともに、小型化および簡素化を図ることができる。
　［適用例２］
　本発明の発振装置では、前記第１の発振器は、ガス状の原子が封入されるガスセル、前
記原子を励起する励起光を出射する光出射部、および前記ガスセルを透過した前記励起光
を検出する光検出部を有し、
　前記第２の発振器は、振動子を有する温度制御型発振器を有し、
　前記ガスセル、前記光出射部、前記光検出部および前記振動子のうちの少なくとも前記
振動子を含む複数の部品が、互いに熱的に結合するように配置されていることが好ましい
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　これにより、原子発振器の温度制御が必要な部品と温度制御型発振器の温度制御が必要
な部品とを共通の温度調節手段により温度調節することができる。その結果、発振装置の
小型化および簡素化を図ることができる。
　また、原子発振器の出力信号に基づいて温度制御型発振器の出力を補正することにより
、長期にわたり優れた発振特性を発揮することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　［適用例３］
　本発明の発振装置では、前記複数の部品は、同一の筐体内に収納されているのが好まし
い。
　これにより、複数の部品に対する外部の温度変化の影響を低減することができる。また
、複数の部品間での熱交換を効率的に生じさせることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　［適用例４］
　本発明の発振装置では、前記複数の部品のうちの少なくとも１つの部品を加熱または冷
却する温度調節手段を備えるのが好ましい。
　これにより、外部の温度が変化しても、複数の部品の温度を適正温度範囲に維持するこ
とができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　［適用例５］
　本発明の発振装置では、前記複数の部品は、３つ以上の部品を含み、前記３つ以上の部
品が一方向に並んで配置されているのが好ましい。
　これにより、各部品の適正温度範囲が異なる場合であっても、複数の部品の並ぶ順序を
適宜設定することにより、各部品の温度を効率的に適正温度範囲に維持することができる
。また、複数の部品同士の間の距離を小さくすることができるので、発振装置の小型化を
図ることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　［適用例６］
　本発明の発振装置では、前記複数の部品は、前記光出射部を含むのが好ましい。
　これにより、発振装置の小型化を図りつつ、光出射部の温度を適正温度範囲に維持する
ことができる。その結果、光出射部からの励起光の周波数の変動を防止または抑制するこ
とができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
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　［適用例７］
　本発明の発振装置では、前記ガスセルは、前記光出射部と前記水晶振動子との間に配置
されているのが好ましい。
　一般に、ガラスセルの適正温度範囲は、光出射部の適正温度範囲よりも高く、また、振
動子（水晶振動子）の適正温度範囲よりも低い。したがって、光出射部をガスセルに対し
て振動子とは反対側に配置することにより、適正温度範囲の大小順に、光出射部、ガスセ
ル、振動子を配置することができる。そのため、光出射部、ガスセル、振動子を含む複数
の部品の温度調節をそれぞれ効率的に行うことができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　［適用例８］
　本発明の発振装置では、前記複数の部品は、前記光検出部を含み、
　前記光検出部は、前記ガスセルと前記振動子との間に配置されているのが好ましい。
　これにより、光出射部、ガスセル、振動子を適正温度範囲の大小順に配置しつつ、ガス
セルを透過した励起光を光検出部で検出することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　［適用例９］
　本発明の発振装置では、前記原子発振器の出力信号に基づいて、前記温度制御型発振器
の出力信号を補正する補正手段を備えるのが好ましい。
　これにより、原子発振器の長期的に優れた発振特性と、温度制御型発振器の短期的に優
れた発振特性との両長所を生かし、長期にわたり優れた発振特性を発揮することができる
。
　［適用例１０］
　本発明の電子装置は、本発明の発振装置を備えることを特徴とする。
　これにより、優れた信頼性を有する電子装置を提供することができる。
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